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1.　はじめに

医療の高度発展や少子高齢化社会のなか，臨床におけ

る看護師の看護実践能力は患者の生命や健康に大きな影

響を及ぼす．なかでも看護技術は直接患者に提供される

ため，その習得状況は看護技術の質を左右する．しかし

看護基礎教育においては，限られた時間のなかで，多くの

実践技術の習得は困難な状況にあり，教員による教授方

法の工夫や学生の自己学習は必要不可欠といえる．一方，

2001 年大学設置基準の改正を受け，看護学教育におい

ても，看護実践能力の育成という看護系大学の教育活動

上のニーズを踏まえて e ラーニングの導入が試行されて

いる．栗原は「個々の学生のレディネスに合わせた学習者

主体の教育のために，Computer Assisted Instruction 

（CAI）の導入およびマルチメディアCAI教材の開発は，

看護基礎教育における看護実践能力の向上に意義は大き

い」（1）と述べている．看護実践能力である看護技術の習

得にはイメージ形成が不可欠であり，その習得を促進す 

るうえで看護技術の自己評価は欠かせない能力と考える． 

特に姿勢や動作・表情などの客観的な観察および評価に

は，自己の看護実践の動画視聴は効果があると考える．

そこで今回，看護技術の学内演習に e ラーニングに

よる動画視聴を利用した自己学習を組み込んだ学習プ

ログラムを実施し，本学習プログラムと学習効果につ

いて報告する．

2.　本学の看護技術演習の学習プロセス構成

本学では 1 年次前期で，看護技術論 I・看護技術演

習 I （以下演習 I）が開講される．主に日常生活を支

援する看護技術の習得を目指す科目である．看護技

術論 I で看護技術の提供に必要な知識を学習し，その

知識をもとに演習 I では， 模擬患者（学生） への看

護技術の提供を体験する．演習 I は，主にグループ

ワークを主体に進める．その後，何度も自己学習で援

助の体験を繰り返すことで看護技術の習得を目指す． 

1 学年 103 名を，A クラス 52 名・B クラス 53 名で

演習を実施している．1 グループ 3 ～ 4 名で計 17 グ

ループを，5 人の教員が指導する体制である．

本学習プログラムの目的は，以下の 3 点である．

・自己学習を促進できる．

・自己の動作を客観的に確認し，自己評価できる．

・他者の動作を参考に，自己の援助を工夫できる．

特集：医療・看護・福祉分野における ICT利用教育

図 1　看護技術の学習プロセス




